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研究成果の概要（和文）： 本研究によって現代における宗教文化教育にとって教材のオンライン化がきわめて有効で
あることが示された。本科研のウェブサイトを利用して、研究の結果得られた成果を公開した。すなわち宗教文化教育
のための基本文献の解説、宗教文化に関わる世界遺産のデータベース、映画と宗教文化に関わるデータベース、そして
宗教文化教育に有用な日本の博物館に関するデータベースである。
 国際フォーラムの開催、多くの大学の教員が参加した研究会を通して、宗教文化教育はグローバル化が進行する世界
において大きな課題となっており、それに対する取り組みがそれぞれの国の宗教文化を基盤にして行われていることが
明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Our research has found that using online teaching materials can be extremely 
effective for carrying out religious culture education. The materials that were produced over the course 
of our research have been made available through our website. They include commentaries on the basic 
texts used in religious culture education, a database of world heritage properties associated with 
religious culture, a database related to film and religious culture, and a database of museums in Japan 
that are particularly useful for religious culture education.
Discussions at forums with an international framework and at study meetings attended by scholars from 
many Japanese universities have also made it clear that religious culture education has become an 
important issue in the context of ongoing globalization. Various initiatives are being undertaken 
grounded in the religious cultures of the countries concerned.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
宗教教育についての研究は 1990 年代半ば

から新たな展開が始まった。戦後の宗教教育
に関する研究は、道徳や倫理、あるいは宗教
的情操との関係について着目する研究が多
かった。しかし、1995 年にオウム真理教に
よる地下鉄サリン事件が起こってから、いわ
ゆるカルト問題との関わりも宗教教育のテ
ーマに含まれるようになった。また多文化状
況の進行によって、現代宗教についての理解
の必要性が論じられることが多くなった。そ
して公立学校において可能な宗教教育とい
うものは、どのようなものであるかについて
の研究が出現するようになった。 
 ヨーロッパの学界においても、グローバル
化の進行やヨーロッパにおけるイスラーム
の影響の強まりを背景に、宗教教育について
の研究は新たな課題をになった。宗教研究の
代表的な国際学会である IAHR（国際宗教学
宗教史学会）や SISR（国際宗教社会学会）
などにおいても、宗教教育をテーマに発表す
る研究者が増加してきた。 
 2006 年 12 月には教育基本法が改正され、
宗教教育に関する条項には「宗教についての
一般的教養」を尊重するという点があらたに
付け加わった。これは公立・私立を問わず、
宗教についての研究を新たな視点で推し進
めるべき時代になったことを意味する。日本
も国際化・グローバル化に伴う社会変動を強
く受けており、宗教の問題を従来と同じよう
な観点から議論していては、十分明らかにで
きない側面が数多く出現してきたことが強
く認識されるようになった。 
 宗教文化教育についての議論は、こうした
背景のもとに興ったものであるが、とりわけ
どのような教材を開発すべきかが喫緊の課
題であることは明らかであった。そこでこの
問題に正面から取り組む研究が必要になっ
たという認識が広く共有されるようになっ
ていた。 
 
２．研究の目的 
宗教文化教育の教材に関わる研究におい

て、まずこれまでの宗教教育における教材の
現状を明らかにした上で、グローバル化、情
報化という現代の状況を踏まえた上での宗
教文化教育の具体的方法について研究する
ことを目的とした。 
グローバル化が進行する時代には、これま

での宗教教育において用いられてきた教科
書、参考書、副読本、その他では不十分な点
は何かを明らかにする必要がある。これを教
育する側とされる側の双方の立場から検討
していく。また情報化時代には、印刷物だけ
ではなくデジタル化された教材がしだいに
広く用いられるようになっているので、デジ
タル教材はどのような特性をもち、どのよう
な可能性と問題点とを有しているかを明ら
かにすることをとりわけ重要な課題として
設定した。 

さらに宗教文化教育は学校における教育
にとどまるものではないという立場から、学
校を卒業し社会人となった人たちにとって
も利用可能な教材は何かということも考察
していくことにした。 
宗教文化教育の調査・研究には、なにより

も教員相互のネットワーク形成が不可欠と
いう立場から、研究会、共同調査などを重ね、
どのようなネットワークを形成することが
より充実した宗教文化教育の展開につなが
るかを考察し、具体的システムを構築するこ
ととした。 

 
３．研究の方法 
（1）基礎的資料・データの収集と分析 
 従来の宗教教育に関する資料・データに加
えて、宗教文化教育を目指すときに参考とな
る資料・データを収集し、これをデータベー
ス化するという作業を行った。 
 
（2）アンケート調査 
 宗教文化教育に対して授業を受ける側の
学生がどのように受け止めるかも知る必要
があるので、全国の数千人の学生を対象にア
ンケート調査を実施し、その結果を分析した。
これは國學院大學日本文化研究所のプロジ
ェクト等の協力を得て2012年度に実施した。 
 また宗教文化士認定試験が実施されるた
びに、宗教文化教育推進センターの協力を得
て、受験者に対するアンケート調査を実施し
た。これは 2011 年度から 2014 度まで毎年実
施した。 
 
（3）宗教文化教育の具体的教材の作成とオ
ンライン公開 
 この研究で蓄積した研究を広く公開する
ためにホームページを作成して、宗教文化教
育推進センターとの協力のもとに、構築され
た教材のウェブ公開をした。テーマが拡散し
ないように、「宗教文化を学ぶための基本書」、
「世界遺産と宗教」、「映画と宗教文化」、「博
物館と宗教文化」に絞ってデータを蓄積させ
た。 
 
（4）教育法の開発 
 具体的に宗教文化教育の方法を検討する
ために、2011 年度から 14 年度まで毎年数回
の研究会を開催し、教材作成方法と教育方法
についての議論を重ねた。また学生・院生を
交えて、実際に毎年宗教施設を見学して宗教
教団の活動について知識を養い、さらに龍谷
大学龍谷ミュージアム、東洋文庫などの施設
も見学して、展示物を見た上でそれが宗教文
化教育にどのように組み込まれるべきかに
ついての考察を重ねた。 
 
（5）国際フォーラムの開催 
 国外における宗教文化教育の現状を調べ、
国外の研究者との意見交換を図るため、年 1
回秋に外国人研究者を2名程度國學院大學に



招いて国際フォーラムを開催した。 
 
４．研究成果 
（1）デジタル教材の作成と公開 
宗教文化教育のための基本となる研究文

献のリストを作成し、「宗教文化を学ぶため
の基本書」としてウェブ上で公開した。宗教
と深い関わりをもつ世界の文化遺産につい
て、グーグルマップを利用してウェブ上に位
置情報を示すとともに、収集した世界遺産の
写真、説明文を付した。宗教文化を理解する
上で役に立つと考えられる映画について、そ
れをデータベース化するとともに、主な映画
について、どのようなシーンが宗教文化に関
わっているかについての説明文を付した。こ
れもグーグルマップを利用して、映画の舞台
となった場所を示した。宗教文化を学ぶ上で
便利な国内の博物館のデータベースを作成
するとともに、主なものについては収蔵品の
特徴を解説した。これも博物館の場所をグー
グルマップを利用して示した。これらのデー
タの一部はDVDとしても利用できるようにし
た。これらにより、宗教文化教育の教材とし
て直ちに利用できるものについて、具体的に
提示することができた。 
 

（2）アンケート調査の報告書作成 
 2012 年度に実施したアンケート調査では
全国 30 の大学に通う 4,094 名の学生から有
効回答を得ることができ、学生の宗教文化教
育に対する関心度を明らかにすることがで
きた。他の類似の教育と比較しての宗教文化
教育への関心度は次のグラフで示される結
果となった。 

  宗教文化士認定試験の際に行った調査か
らは、適切な教材が少ないことを指摘する意
見が多く、それらの作成とそれらについての
情報を欲していることが分かった。 
 

（3）e-learning 教材の開発 
 本研究のメンバー以外にも宗教文化教育
に関心を抱く大学教員に参加を呼び掛けて
行った研究会を通して、e-learning 教材の開
発の必要性が議論されたので、世界の主な宗
教についての e-learning 教材の試作品を作
成した。修正を加えて近い将来に使用できる
ような準備を行った。 
 
（4）国際フォーラムの実施 
次のような国際フォーラムを開催し、その

うち①～③については結果を報告書として
まとめた。 
①「デジタル映像時代の宗教文化教育―開か
れたネットワークによる取り組み」（2011 年
10 月 16 日、國學院大學研究開発推進機構日
本文化研究所と共催） 
②「宗教文化教育の射程―文学と美術をめぐ
って―」（2012 年 9月 29 日、國學院大學研究
開発推進機構日本文化研究所と共催） 
③「日常生活と宗教文化―戒律をめぐる問題
を中心に」（2014 年 2月 13 日、國學院大學研
究開発推進機構日本文化研究所と共催） 
④「ミュージアムで学ぶ宗教文化――デジタ
ル時代のチャレンジ」（2014 年 9月 27 日、國
學院大學研究開発推進機構日本文化研究所
と共催） 
 これらの会議において、宗教文化教育が日
本とヨーロッパ諸国においては、きわめて似
通った問題意識が共有されていること、そし
て国際的なネットワークによる教材の共有
が求められていることが明らかになった。 
 
（5）国外における調査と研究発表 
2012 年 8 月 31 日、北京で開催された国際

会議で、研究代表者が文化セッションで議長
を務め、日本で試みられている宗教文化教育
について説明した。2013 年 9月に同じく研究
代表者が米国のボストン美術館を訪問し、展
示資料に含まれている宗教文化について調
査した。またボストンに本部があるキリスト
教科学を調査し、基本資料を収集した。これ
によって得られた知見は、國學院大學研究開
発推進機構日本文化研究所年報に報告した。
2014 年 5 月には、研究代表者が中国の鄭州、
及び西安市において中国の宗教文化に関す
る調査を行い、一部をオンライン教材として
活用した。 
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